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はじめに

『Sun N1 System Manager 1.0インストールおよび構成ガイド』では、オペレー
ティングシステムと Sun N1 System Managerシステムをインストールし、設定するた
めの要件、ネットワークとハードウェアの接続と準備の方法、および手順を示しま
す。

このマニュアルは、次のマニュアルセットに含まれます。マニュアルは、次の順序で
お読みください。

� 『Sun N1 System Manager 1.0 Release Notes』
� 『Sun N1 System Manager 1.0インストールおよび構成ガイド』
� 『Sun N1 System Manager 1.0管理ガイド』

対象読者
このマニュアルは、N1 System Managerのソフトウェアとハードウェアのインストー
ルまたはアップグレードを行うシステム管理者を対象としています。システム管理者
は、次の分野の知識と経験が必要です。

� Linuxと Solaris™の各オペレーティングシステム、および各オペレーティングシ
ステムに付属するネットワーク管理ツール。

� Sunや Ciscoなどのベンダーが提供するネットワーク機器やネットワークデバイ
ス。

� DNS、DHCP、IPアドレスの指定、サブネットワーク、VLAN、および SNMP。

� ネットワークデバイスの接続とケーブル。
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内容の紹介
� 第 1章では、N1 System Managerの概要を示します。

� 第 2章では、N1 System Managerをインストールするために必要なハードウェア
とソフトウェアの一覧を示し、また N1 System Manager管理サーバーを、管理対
象のサーバーや外部の Ethernetスイッチに接続する方法を示します。

� 第 3章では、Linuxと、N1 System Managerに必要な Linuxの RPMをインス
トールする方法を示します。

� 第 4章では、プロビジョニング可能なサーバーのファームウェアを確認し、必要な
場合はファームウェアアップデートをダウンロードし、インストールする方法を示
します。

� 第 5章では、N1 System Managerソフトウェアをインストールし、設定する方法
を示します。

� 第 6章では、N1 System Managerソフトウェアをアンインストールする方法を示
します。

� 付録Aでは、N1 System Managerのインストールや設定のときに発生する問題の
解決方法を示します。

� 付録 Bでは、N1 System Managerに必要な Linuxの RPMの一覧を示します。

� 付録 Cでは、N1 System Managerのインストールプロセスでインストールされる
RPMとその説明を示します。

� 用語集では、N1 System Manager環境で使う用語の定義を示します。

関連マニュアル
� 『Sun N1 System Manager 1.0 Release Notes』
� 『Sun N1 System Manager 1.0管理ガイド』
� Sun Fire™ V20zおよび V40zサーバーのマニュアル:

http://www.sun.com/products-n-solutions/hardware/docs/Servers
� V20zおよび V40zサーバーのハードウェア仕様:

http://sunsolve.sun.com/handbook_pub/Systems
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関連する Sun以外のWebサイトの参照
このマニュアル内で参照している第三者の URLは、追加の関連情報を提供します。

注 –このマニュアルには、Sun以外の団体/個人のWebサイトに関する情報が含まれ
ています。Sunは、これらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれらのサ
イト、リソースから利用可能であるコンテンツ、広告、製品、あるいは資料に関して
一切の責任を負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを経由して
利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って発生した
実際の、あるいは発生したと主張されるいかなる損害や損失についても、Sunは一切
の責任を負いません。

� ネットスケープポータブルランタイム (NSPR)の情報:
http://www.mozilla.org/projects/nspr/about-nspr.html

NSPRは、GUIを使わないオペレーティングシステムの機能をプラットフォームに
依存させないために Sun N1 System Managerで使われています。

� ネットワークセキュリティーサービス (NSS)の情報:
http://www.mozilla.org/projects/security/pki/nss/overview.html

NSSは、異なるプラットフォーム間でセキュリティー対応のサーバーアプリケー
ションをサポートするために Sun N1 System Managerで使われています。

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comSMでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは http://docs.sun.comです。

Sunマニュアルの注文方法
Sun Microsystemsは、精選した紙版の製品マニュアルを提供しています。マニュアル
の一覧と注文方法については、http://docs.sun.comの「印刷された文書の購
入」を参照してください。
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力を示しま
す。

.loginファイルを編集しま
す。

ls -a を使用してすべての
ファイルを表示します。

machine_name% you have
mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコ
ンピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

パスワード:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特定の
名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 書名、新しい単語あるいは用語、強調す
る単語を示します。

『ユーザーズガイド』の第 6
章を参照してください。

patch analysisを実行します。

ファイルを保存しないでくださ
い。

オンラインでは、一部の強調項
目がボールドで表示されます。

コマンド例のシェルプロンプト
以下の表は、Cシェル、Bourneシェル、Kornシェル、および管理サーバー N1-ok>
シェルの、デフォルトのシステムプロンプト、スーパーユーザーのプロンプトを示し
ています。
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表 P–2シェルプロンプトについて

シェル プロンプト

Cシェルプロンプト machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

Bourneシェルおよび Kornシェルのプロンプ
ト

$

Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパー
ユーザー

#

N1-okシェル N1-ok>

このマニュアルでは、特に指定しないかぎり、N1-ok>シェルの説明に「コマンド
行」という用語を使用します。N1-ok>シェルは、次のいずれかのシェルです。

� ブラウザインタフェースのコマンド行区画から使用できるシェル。

� 管理サーバーに sshでログインしたあと、端末のコンソールウィンドウから使用
できるシェル。

� n1sh コマンドで始まるすべてのコマンドを実行する標準の UNIX のシェルまた
は Linuxのシェル。
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第 1章

Sun N1 System Managerの概要

この章では、Sun N1 System Manager 1.0の機能とコンポーネントの概要を示しま
す。

次の内容について説明します。

� 17ページの「Sun N1 System Managerの機能」
� 18ページの「Sun N1 System Managerのコンポーネント」

Sun N1 System Managerの機能
Sun N1 System Managerは、単一のブラウザユーザーインタフェースを使ってラック
単位またはその他のグループ単位の分散型サーバーを管理できるシステム管理ツール
です。Sun N1 System Managerのブラウザインタフェースには、コマンド行インタ
フェース (CLI)が組み込まれています。また、別個の CLIも使用できます。

Sun N1 System Managerシステム (N1 System Manager)を使用し、次のことができま
す。

� N1 System Managerを使用してネットワーク内でプロビジョニング可能なサー
バーを検出する

� プロビジョニング可能なサーバーを管理する

� プロビジョニング可能なサーバーにオペレーティングシステムとアプリケーション
ソフトウェアのプロビジョニングを行う

� プロビジョニング可能なサーバーのファームウェアとパッチを管理する

� プロビジョニング可能なサーバーの健全性を監視する

� プロビジョニング可能なサーバーの設定、回復、交換を自動化する

� サーバー利用率を高める

� ユーザーが認識できるハードウェアの停止時間を短縮する
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� N1 System Managerとプロビジョニング可能なサーバーのイベントを記録する

Sun N1 System Managerのコンポーネン
ト
次の図に、N1 System Managerの主なハードウェアコンポーネントを示します。

図 1–1 N1 System Managerのコンポーネント

� 管理サーバーは、N1 System Managerソフトウェアをインストールし、実行する
Linuxサーバーです。管理サーバーは、Sun Fire™ V20z以降のサーバーである必
要があります。

� プロビジョニング可能なサーバーは、N1 System Managerによって検出された
サーバーです。プロビジョニング可能なサーバーは、Sun Fire V20zサーバーまた
は Sun Fire V40zサーバーのいずれかです。最大 32台の V20zプロビジョニング可
能なサーバーを 1台のラックに設置できます。また、最大 1,000台のプロビジョニ
ング可能なサーバーを N1 System Managerで管理できます。

� 管理サーバーへの組織内ネットワーク接続によってデータネットワークにアクセス
でき、したがって、組織内ネットワークからプロビジョニング対象のサーバーにア
クセスが可能です。100 Mbps以上の Ethernet接続が必要です。1,000 Mbps (1
Gbps)を推奨します。
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� 管理ネットワークは、管理サーバーと、プロビジョニング可能なサーバーのサービ
スプロセッサ (SP)のポート間の通信経路です。管理サーバーが、サーバーの検
出、ファームウェアのパッチ適用、およびプロビジョニング可能なサーバーへの管
理データの送信に使われます。

管理ネットワークは、管理サーバーからアクセスでき、データネットワークからア
クセスできないプライベートネットワークである必要があります。100 Mbps以上
の Ethernet接続が必要です。

� プロビジョニングスイッチとネットワークは、管理サーバーとプロビジョニング可
能なサーバーの間のデータ通信経路です。プロビジョニングネットワークは、管理
サーバーによって、プロビジョニング可能なサーバーのオペレーティング環境とア
プリケーション環境の設定とプロビジョニング、プロビジョニング可能なサーバー
の OSリソースの監視、プロビジョニング可能なサーバーへの OSのアップデート
の適用に使われます。

プロビジョニングネットワークは、管理サーバーからアクセス可能なプライベート
ネットワークである必要があります。データネットワークからプロビジョニング
ネットワークにはアクセス可能であってはいけません。1 Gbps以上の Ethernet接
続が必要です。

プロビジョニングネットワークの要件は、次のとおりです。

– 管理サーバーにインストールされている DHCPサーバーが、プロビジョニング
ネットワーク内の唯一の DHCPサーバーである必要があります。

– DHCPリレーはサポートされていません。

– プロビジョニング可能なサーバーの接続は、管理サーバーと同じスイッチにあ
る必要があります。

� データネットワークは、管理サーバーを経由してプロビジョニング可能なサーバー
を社内ネットワークに接続します。

データネットワークから N1 System Managerのネットワークにはアクセス可能で
あってはいけません。1 Gbps以上の Ethernet接続が必要です。
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第 2章

Sun N1 System Managerシステムと
ネットワークの準備

この章では、Sun N1 System Managerのハードウェアとソフトウェアの要件、参照
アーキテクチャー、および N1 System Managerのコンポーネントを準備する手順を
示します。

この章に示す作業は、第 3章と第 5章に示す管理サーバーの準備と並行して行うこと
ができます。

注意 –この後の各節に従ってすべてのプロビジョニング可能なサーバーの設定が完了
するまで、検出を実行したり、N1 System Managerシステムを使用したりしないでく
ださい。

次の内容について説明します。

� 21ページの「Sun N1 System Managerの要件」
� 24ページの「Sun N1 System Managerの接続情報」
� 31ページの「プロビジョニング可能なサーバーへの IPアドレスの割り当て」
� 35ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの SSHア
カウントと IPMIアカウントの設定」

� 37ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの工場出荷
時の設定へのリセット」

Sun N1 System Managerの要件
この節の情報を使用して、N1 System Managerシステムを実装するために割り当て
る、または入手する必要があるオペレーティングシステム、ハードウェア、およびス
トレージのリソースを確認できます。

この節の内容は次のとおりです。
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� 22ページの「サーバーの要件」
� 23ページの「ネットワークインタフェースカード (NIC)の要件」
� 23ページの「スイッチの要件」
� 24ページの「ケーブルと接続の要件」

サーバーの要件
N1 System Managerサーバーのハードウェアとオペレーティングシステムの要件を次
の表に示します。

注意 –管理サーバーは N1 System Managerソフトウェア専用にします。管理サーバー
にほかのアプリケーションをインストールしないでください。

表 2–1管理サーバーとプロジョニング可能なサーバーの、ハードウェアの要件とシステムの
要件

マシン タイプ オペレーティングシステム ディスク容量 RAM

管理サーバー V20zと
V40z

Red Hat Enterprise Linux 3.0 AS
Update 2以降のバージョン (32
ビットのみ)

36Gバイト以
上

注 –プロビ
ジョニングを
行う各 OS
ディストリ
ビューション
用に 7.2Gバイ
ト以上を割り
当てる必要が
あります。

2Gバイト以
上
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表 2–1管理サーバーとプロジョニング可能なサーバーの、ハードウェアの要件とシステムの
要件 (続き)
マシン タイプ オペレーティングシステム ディスク容量 RAM

プロビジョニン
グ可能なサー
バー

V20zと
V40z

Red Hat Enterprise Linux AS 3.0
AS FCS (32ビットのみ)

Red Hat Enterprise Linux AS 3.0
Update 1 (32ビットのみ)

Red Hat Enterprise Linux AS 3.0
Update 2 (32ビットのみ)

Red Hat Enterprise Linux AS 3.0
Update 3 (32ビットおよび 64
ビット)

Red Hat Enterprise Linux AS 3.0
Update 4 (32ビットおよび64
ビット)

Solaris x86 Version 9 Update 7

Solaris x86 Version 10 GA

12Gバイト以
上

512Mバイト
以上、1Gバ
イトを推奨

ネットワークインタフェースカード (NIC)の要件
管理を容易にするには、10/100/1000 NICを ETH2として N1 System Manager管理
サーバーに設置し、管理ネットワークのスイッチを経由してプロビジョニング可能な
サーバーのサービスプロセッサインタフェースに接続します。このマニュアル内の図
や構成例では、追加の 10/100/1000 NICが管理サーバーに設置されていると想定し
ています。

スイッチの要件
管理ネットワーク、プロビジョニングネットワーク、およびデータネットワークのイ
ンフラストラクチャは、スイッチ 1つだけで構築できます。ただし、管理を容易にす
るには、管理ネットワーク用にスイッチを 1つ、プロビジョニングネットワークと
データネットワーク用にスイッチを 1つ設置することを推奨します。管理ネットワー
ク、プロビジョニングネットワーク、およびデータネットワークは、それぞれ別個の
サブネットと VLANに割り当てる必要があります。

管理ネットワークのスイッチとプロビジョニングネットワークとデータネットワーク
のスイッチは、次の Ethernet接続をサポートしている必要があります。

� 管理ネットワークのスイッチ

– 各プロビジョニング可能なサーバーの管理ポート (SP0または SP1)に接続する
ため、管理サーバーから管理ネットワークのスイッチへの 10/100 Mbps接続

– 各プロビジョニング可能なサーバーの管理ポートから管理ネットワークのス
イッチへの 10/100 Mbpsの接続
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� プロビジョニングネットワークとデータネットワークのスイッチ

– 管理サーバーの ETH1ポートからプロビジョニングネットワークとデータ
ネットワークのスイッチへの 1 Gbpsの接続

– 各プロビジョニング可能なサーバーの ETH0ポートからプロビジョニング
ネットワークとデータネットワークのスイッチへの 1 Gbpsの接続

– 各プロビジョニング可能なサーバーの ETH1ポートからプロビジョニング
ネットワークとデータネットワークのスイッチへの 1 Gbpsの接続

– プロビジョニングネットワークとデータネットワークのスイッチから社内
ネットワークへの 1 Gbpsの接続

ケーブルと接続の要件
次の一覧に、各ネットワークに必要なケーブルと接続のタイプを示します。

� 管理ネットワーク: Class 5 10/100銅線 Ethernetケーブル

管理ネットワークは、プライベートサブネット内にあり、各プロビジョニング可能
なサーバーの管理ポート (SP0)、および社内ネットワークに接続する必要がありま
す。

� プロビジョニングネットワーク: Class 6 10/100/1000銅線 Ethernetケーブル

プロビジョニングネットワークは、プライベートサブネット内にある必要がありま
す。

� データネットワーク: Class 6 10/100/1000銅線 Ethernetケーブル

データネットワークは、管理サーバー、プロビジョニング可能なサーバー、および
組織内ネットワークからアクセス可能な公開サブネット内にある必要があります。

Sun N1 System Managerの接続情報
この節では、ハードウェアの論理図、サーバーのポートの概要、および Sun N1
System Managerのハードウェアを接続するときに参照できる図を示します。

この節の内容は次のとおりです。

� 25ページの「サーバーの接続」
� 26ページの「管理サーバーの接続の要件」
� 27ページの「プロビジョニング可能なサーバーの接続の要件」
� 27ページの「構成例」

24 Sun N1 System Manager 1.0インストールおよび構成ガイド • 2005年 5月



サーバーの接続
この節では、N1 System Managerサーバーの論理図と物理図を示します。これらの図
は、N1 System Managerのサーバーとスイッチを接続するときに役立ちます。

次の各図に、Sun Fire V40zと Sun Fire V20zの背面パネルのコネクタを示します。図
の後に、各コネクタの説明が続きます。これらの図では、追加の 10/100/1000M
ビット NICカードが管理サーバーに設置されていると想定しています。

図 2–1 V40zの物理接続

図 2–2 V20zの物理接続

次の一覧に、V40zと V20zの各コネクタの説明を示します。V40zと V20zでは、コネ
クタの配置は異なりますが、その数やタイプは同じです。

1. キーボードコネクタ

2. マウスコネクタ

3. Ethernet 10/100管理ポート

� 下: SP0
� 上: SP1

どちらのポートもプロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサへのアク
セスに使用できます。このマニュアルでは、サービスプロセッサのポート SP0へ
の接続を想定しています。
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4. モニター

5. USB

6. シリアル RS232

7. Ethernet 10/100/1000Gビットのポート

– 下: ETH0
– 上: ETH1

8. 管理サーバー PCI Ethernet 100/1000Gビットポート ETH2

管理サーバーには、V40zサーバーまたは V20zサーバーを使用できます。プロビ
ジョニング可能なサーバーには、両方のタイプのサーバーを使用できます。

スイッチへの接続は、サーバーを管理サーバーとして使用するか、プロビジョニング
可能なサーバーとして使用するかによって異なります。

管理サーバーの接続の要件
N1 System Manager管理サーバーは、次のように 3つの異なるネットワークに接続す
る必要があります。

� ETH0は、管理サーバーを社内ネットワークに接続し、管理サーバーからの外部ア
クセスを可能にします。管理サーバーの ETH0の IPアドレス、ネットマスク、お
よびゲートウェイは、社内環境の接続の要件を満たすように設定する必要がありま
す。DNSの設定は N1 System Managerの設定時に行います。ETH0は 1Gビット
の NICインタフェースである必要があります。

� ETH1は管理サーバーをプロビジョニングネットワークに接続し、プロビジョニン
グ可能なサーバーの ETH0接続と同じスイッチとネットワークにある必要があり
ます。管理サーバーの ETH1の IPアドレス、ネットマスク、およびゲートウェイ
は、最大 1,000台のプロビジョニング可能なサーバーをサポートするように設定で
きます。プロビジョニングネットワークには、管理サーバーとプロビジョニング可
能なサーバー以外のデバイスを接続できません。ETH1は 1Gビットの NICインタ
フェースである必要があります。

� ETH2は管理サーバーを管理ネットワークに接続し、プロビジョニング可能なサー
バーのサービスプロセッサの SP0接続と同じスイッチとネットワークにある必要
があります。プロビジョニング可能なサーバーの SP0ポートへの接続があるか
ぎ、管理サーバーの接続がプロビジョニング可能なサーバーの SP0接続と同じス
イッチにある必要はありません。管理サーバーの ETH2の IPアドレス、ネットマ
スク、およびゲートウェイは、プロビジョニング可能なサーバーの SP0の IPアド
レスに接続できるように設定する必要があります。ETH2は 1Gビットの NICイン
タフェースである必要があります。

� SP0を社内ネットワークに接続し、外部からの管理サーバーの電源の投入と切断、
社内ネットワークからのファームウェアアップデート、および社内ネットワークか
らの管理サーバーの状態の確認を行うことができます。SP0は 100Mビットの NIC
インタフェースです。
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プロビジョニング可能なサーバーの接続の要件
各プロビジョニング可能なサーバーは、次のように 3つの異なるネットワークに接続
する必要があります。

� SP0は、プロビジョニング可能なサーバーを管理ネットワークに接続し、管理サー
バーの ETH2接続と同じスイッチとネットワークにある必要があります。管理
サーバーの ETH2ポートへの接続があるかぎり、プロビジョニング可能なサー
バーの SP0ポートの接続が管理サーバーの ETH2接続と同じスイッチにある必要
はありません。

SP0は 100Mビット接続である必要があります。
� ETH0は、プロビジョニング可能なサーバーをプロビジョニングネットワークに接
続し、管理サーバーの ETH1接続と同じスイッチとネットワークにある必要があ
ります。

ETH0は 1Gバイトの接続である必要があります。
� ETH1は、管理サーバーを経由してプロビジョニング可能なサーバーをデータ
ネットワークに接続し、プロビジョニング可能なサーバーから外部社内ネットワー
クへのアクセスを可能にします。

ETH1は 1Gバイトの接続である必要があります。

構成例
この節では、N1 System Managerの装置の設計と接続に役立つ 2つの構成例を示しま
す。

最初の構成例では、V20zを管理サーバーとして使用し、12台の V40zプロビジョニン
グ可能なサーバーを制御します。1台のスイッチを管理ネットワーク、プロビジョニ
ングネットワーク、およびデータネットワークに使用します。

2つ目の構成例では、V20zを管理サーバーとして使用し、36台の V40zプロビジョニ
ング可能なサーバーを制御します。1台のスイッチを管理ネットワークに使い、別の
スイッチをプロビジョニングネットワークとデータネットワークに使用します。

管理、プロビジョニング、およびデータの各ネットワークは、スイッチで別個の
VLANに割り当てる必要があります。VLANの設定と割り当てについては、スイッチ
のマニュアルを参照してください。

V20z管理サーバー、12台の V40zプロビジョニング可能
なサーバー、1台のスイッチ
この構成例は、次の要素から構成されます。

� 完全に埋まった 42RUラック
� デイジーチェーン接続ではない、スタートポロジの管理ネットワーク
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� 1台のローカルスイッチで管理ネットワークとプロビジョニングネットワークをサ
ポート

� 社内ネットワークのスイッチでデータネットワークをサポート

� ラックに収められた管理サーバー

� スイッチコンソールアクセス用端末サーバーなし

項目 タイプ 数 ポート ネットワーク
スイッチ
のポート

管理サーバー V20z 1 ETH0 組織内 1

ETH1 プロビジョニング 1

ETH2 管理 1

SP0 (管理) 組織内 1

プロビジョニング
可能なサーバー

V40z 12 ETH0 プロビジョニング 12

ETH1 データ 12

SP0 管理 12

スイッチ Cisco
3750G-48TS

1 0～ 47 プロビジョニング
と管理

48

注 –管理サーバーのポート ETH2は、プロビジョニング可能なサーバーのサービスプ
ロセッサのポートへ、またこのポートからアクセスできるように設定する必要があり
ます。
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図 2–3 V20z管理サーバー、12台のプロビジョニング可能なサーバー、1台のスイッチ

V20z管理サーバー、36台のプロビジョニング可能なサー
バー、2台のスイッチ
この構成例は、次の要素から構成されます。

� 完全に埋まった 42RUラック
� デイジーチェーン接続ではない、スタートポロジの管理ネットワーク

� 2台のローカルスイッチで管理ネットワークとプロビジョニングネットワークをサ
ポート

� 社内ネットワークのスイッチでデータネットワークをサポート

� ラックに収められた管理サーバー
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� 別個のデータネットワークと管理ネットワーク

� スイッチコンソールアクセス用端末サーバーなし

項目 タイプ 数 ポート ネットワーク
スイッチ
のポート

管理サーバー V20z 1 ETH0 組織内 1

ETH1 プロビジョニング 1

ETH2 管理 1

SP0 (管理) 組織内 1

プロビジョニング
可能なサーバー

V20z 36 ETH0 プロビジョニング 36

ETH1 データ 36

SP0 管理 36

スイッチ Cisco
3750G-48TS

1 0～ 47 プロビジョニング 48

スイッチ Cisco
3750G-48TS

1 0～ 47 管理 48

注 –管理サーバーのポート ETH2は、プロビジョニング可能なサーバーのサービスプ
ロセッサのポートへ、またこのポートからアクセスできるように設定する必要があり
ます。

次の図に、スイッチ 2台の構成例を示します。
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図 2–4 V20z管理サーバー、36台のプロビジョニング可能なサーバー、2台のスイッチ

次の節では、プロビジョニング可能なサーバーの準備の手順を示します。

プロビジョニング可能なサーバーへの IP
アドレスの割り当て
この節では、プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサ (SP)に IPアド
レスを割り当てる手順を示します。プロビジョニング可能なサーバーの SPに IPアド
レスが割り当てられていない場合、N1 System Managerシステムでプロビジョニング
可能なサーバーを検出し、管理することができません。

SPの IPアドレスは、静的 IPアドレスにするか、DHCPサーバーによって割り当てる
ことができます。また、管理サーバーから SPの IPアドレスにアクセスできる必要が
あります。次の手順では、両方の方法を示します。
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注意 – DHCPの IPアドレスを割り当てる場合、サーバーが N1 System Manager管理
サーバーの管理対象になると、IPアドレスを変更できません。N1 System Managerの
設定中に重複する IPアドレスを割り当てないように、SPに割り当てる IPアドレスは
書き留めておいてください。

この節では、次の内容について説明します。

� 32ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサに静的 IPア
ドレスを割り当てる」

� 34ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサに動的 IP
アドレスを割り当てる」

� プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロ
セッサに静的 IPアドレスを割り当てる

1. プロビジョニング可能なサーバーの前面パネルで操作パネルの任意のボタンを押し
ます。

LCDパネルに最初のメニューオプションが表示されます。

Menu:

Server Menu

2. SPメニューが表示されるまで操作パネルの「Forward」ボタンを押します。

Menu:

SP Menu

3. 操作パネルの「Select」ボタンを押して SPメニューのオプションを表示します。

SP Menu:

Set SP IP info?

4. 操作パネルの「Select」ボタンを押します。

次のプロンプトとデフォルトの応答が表示されます。

SP use DHCP?

No

5. 操作パネルの「Select」ボタンを押します。

LCDに次の情報が表示されます。

SP IP Address:

0.0.0.0

カーソルは最初の 0の下にあります。

6. SPの IPアドレスの値を設定します。

手順
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設定する値がフィールドに表示されるまで、操作パネルの「Back」ボタン
と「Forward」ボタンを押します。

操作パネルの「Select」ボタンを押して、カーソルを次のフィールドに移動しま
す。

7. 「Select」ボタンと「Forward」ボタンを押して IPアドレスを保存します。

サブネットマスク (netmask)の IP設定が表示されます。

SP netmask:

255.255.255.0

8. IPアドレスの設定と同じ方法でサブネットマスクの設定を編集します。

設定を終了したら、「Select」ボタンと「Forward」ボタンを押してサブネットマ
スクのアドレスを保存します。デフォルトゲートウェイの IP設定が表示されま
す。

9. IPアドレスの設定と同じ方法でデフォルトゲートウェイの設定を編集します。

設定を終了したら、「Select」ボタンと「Forward」ボタンを押してデフォルト
ゲートウェイのアドレスを保存します。次のプロンプトが表示されます。

Use new IP data:

Yes?

10. IPアドレスの設定を保存するかどうかを選択します。

� IPアドレスの設定を保存して使うには、「Select」ボタンを押します。

これで SPのネットワーク設定が完了します。プロビジョニング可能なサー
バーごとにこの手順を繰り返します。

自動設定を行うかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。SPを手動
で設定せずに、自動設定を実行し、1つの SPの設定を別の SPに複製できま
す。自動設定については、『Sun Fire V20z and Sun Fire V40z Servers, Server
Management Guide』を参照してください。

� 取り消すには、「Back」ボタンと「Select」ボタンを同時に押します。

すべてのプロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの IPアドレスを設定
したら、35ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの
SSHアカウントと IPMIアカウントの設定」に従って、プロビジョニング可能なサー
バーのサービスプロセッサの SSHアカウントと IPMIアカウントを設定します。

次の手順
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� プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロ
セッサに動的 IPアドレスを割り当てる

1. プロビジョニング可能なサーバーの前面パネルで操作パネルの任意のボタンを押し
ます。

LCDパネルに最初のメニューオプションが表示されます。

Menu:

Server Menu

2. SPメニューが表示されるまで操作パネルの「Forward」ボタンを押します。

Menu:

SP Menu

3. 操作パネルの「Select」ボタンを押して SPメニューのオプションを表示します。

SP Menu:

Set SP IP info?

4. 操作パネルの「Select」ボタンを押します。

次のプロンプトとデフォルトの応答が表示されます。

SP use DHCP?

No

5. 「Forward」ボタンを押して「Yes」に変更し、「Select」ボタンを押します。

確認のプロンプトが表示されます。

SP use DHCP:

Yes?

6. 「Select」ボタンを押して DHCPを使用することを確認します。

サーバーから DHCPサーバーに IPアドレスが問い合わせられます。DHCPサー
バーに接続したら、LCDパネルにデフォルトの SP設定が表示されます。プロビ
ジョニング可能なサーバーごとにこの手順を繰り返します。

すべてのプロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの IPアドレスを設定
したら、35ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの
SSHアカウントと IPMIアカウントの設定」に従って、プロビジョニング可能なサー
バーのサービスプロセッサの SSHアカウントと IPMIアカウントを設定します。

手順

次の手順
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プロビジョニング可能なサーバーのサー
ビスプロセッサの SSHアカウントと
IPMIアカウントの設定
この節では、プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの SSHアカウン
トと IPMIアカウントを設定する手順を示します。

この節では、次の内容について説明します。

� 35ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの SSHア
カウントを設定する」

� 36ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの IPMIア
カウントを設定する」

� プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロ
セッサの SSHアカウントを設定する

1. sshを使って、プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサにログイ
ンします。

コマンド「ssh -l setup IP-address」を入力します。ここで IP-address は、
32ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサに静的 IPア
ドレスを割り当てる」でサービスプロセッサに割り当てた SPの IPアドレスで
す。

新しいユーザーアカウント名を入力するプロンプトが表示されます。次の手順に進
みます。

注 – setupアカウントを使ってサービスプロセッサにログインできない場合は、
サービスプロセッサの SSHアカウントとパスワードがすでに設定されています。

� 「ssh -l admin IP-address」と入力してサービスプロセッサにログインしま
す。パスワードのプロンプトが表示されたら、「admin」と入力します。アカ
ウント adminとパスワード adminを使って SPにログインできる場合は、36
ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの IPMIア
カウントを設定する」の手順 2に進んでください。

� 上記の方法でサービスプロセッサにログインできない場合は、サービスプロ
セッサを工場出荷時の設定にリセットします。リセットの方法については、37
ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの工場出
荷時の設定へのリセット」を参照してください。

手順
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2. 「admin」と入力します。

パスワードのプロンプトが表示されます。

3. パスワード「admin」を入力します。

パスワードの確認を求められます。

注 – N1 System Managerには、最初のプロビジョニング可能なサーバーの検出に
使用する、サービスプロセッサのアカウント adminとパスワード adminがすで
に設定されています。必要な場合は、ほかのアカウントとパスワードに設定できま
す。ただし、プロビジョニング可能なサーバーで最初に検出を実行するときに、設
定したアカウントとパスワードを指定する必要があります。

4. SSHのパスワード「admin」をもう一度入力します。

デフォルトのアカウント setupが自動的に削除され、サービスプロセッサからロ
グアウトします。

36ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの IPMIアカウ
ントを設定する」に従ってサービスプロセッサの IPMIアカウントを設定します。

� プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロ
セッサの IPMIアカウントを設定する

1. sshを使って、プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサにログイ
ンします。

35ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの SSHアカ
ウントを設定する」で入力したアカウントとパスワードを使います。

コマンド「ssh -l SSH-account IP-address 」を入力します。ここで各パラメータ
は次のとおりです。

� SSH-accountは、35ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプ
ロセッサの SSHアカウントを設定する」で設定した SSHアカウント

� IP-addressは、32ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロ
セッサに静的 IPアドレスを割り当てる」でサービスプロセッサに割り当てた
SPの IPアドレス

2. SP コマンドプロンプトで「ipmi reset -a」と入力します。

パスワードを含む IPMIの設定がすべてリセットされます。リセットコマンドが完
了したら次の手順に進みます。

3. 「ipmi enable channel lan」と入力します。

IPMIチャネルがリセットされ、初期化されます。IPMIパスワードのプロンプトが
表示されます。

次の手順

手順
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パスワードのプロンプトが表示されなかった場合は、「ipmi enable channel
lan」コマンドを入力し直します。「ipmi reset -a」コマンドが完了しなけれ
ば、enableコマンドは実行できません。

4. IPMIのパスワードを入力します。

パスワードの確認を求められます。

5. IPMIのパスワードをもう一度入力します。

SPコマンドプロンプトが表示されます。端末ウィンドウを閉じることができま
す。

� Linuxと追加の Linux RPMを管理サーバーにインストールしていない場合は、
第 3章に従ってインストールします。

� Linuxと追加の RPMを管理サーバーにインストールしてある場合は、第 4章に
従って、プロビジョニング可能なサーバーのファームウェアを確認し、必要な場合
はアップデートします。

プロビジョニング可能なサーバーのサー
ビスプロセッサの工場出荷時の設定への
リセット
この節では、プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサを工場出荷時の
設定にリセットする手順を示します。IPアドレス、SSHのアカウント名とパスワー
ド、IPMIのアカウントパスワードはすべてリセットされるため、プロビジョニング可
能なサーバーを N1 System Managerシステムによって検出し、管理するためには、
それらを入力し直す必要があります。

注意 –この手順は、次の場合にのみ実行します。

� 35ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの SSHアカ
ウントを設定する」でプロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの
SSHアカウントにログインし、アカウントを設定できなかった場合。

� 事前設定済みのプロビジョニング可能なサーバーを N1 System Managerシステム
に追加するので SSHアカウントと IPMIアカウントをリセットする必要がある
が、SPにログインできない場合。

次の手順
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� プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロ
セッサをリセットする

注意 –この手順は、

35ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの SSHアカウ
ントを設定する」でプロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの SSHア
カウントにログインし、アカウントを設定できなかった場合にのみ実行します。

1. プロビジョニング可能なサーバーの前面パネルを使います。

2. SP menu と表示されるまで「Forward」ボタンを押します。

3. 「Select」ボタンを押して SPメニューのオプションを表示します。

4. Use Defaults と表示されるまで「Forward」ボタンを押します。

5. 「Select」ボタンを押して SPを工場出荷時の設定にリセットします。

確認を求められたら「Yes」を選択します。

SPの SSHアカウントが setupにリセットされ、SPの IPアドレス、ネットマス
ク、ゲートウェイ、および IPMIアカウントのパスワードがすべて工場出荷時の設
定にリセットされます。

プロビジョニング可能なサーバーが N1 System Managerによって検出され、管理さ
れるためには、次の作業を行う必要があります。

� 31ページの「プロビジョニング可能なサーバーへの IPアドレスの割り当て」に
従って、SPの IPアドレスを割り当てます。

� 35ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの SSHアカ
ウントと IPMIアカウントの設定」に従って、SPの SSHアカウントと IPMIアカ
ウントを設定します。

手順

次の手順
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第 3章

管理サーバーでの Linuxのインストー
ルと設定

この章では、後で Sun N1 System Managerソフトウェアをインストールし、実行する
ために必要な特別な Linuxのインストール手順を示します。

次の内容について説明します。

� 39ページの「Sun N1 System Managerサーバーへの Linuxのインストール」
� 45ページの「Sun N1 System Managerをインストールするための管理サーバーの
準備」

Sun N1 System Managerサーバーへの
Linuxのインストール
この節では、N1 System Manager管理サーバーでの Linuxのインストールと設定の手
順を示します。インストールと設定を行うには、管理サーバーにモニター、キーボー
ド、およびマウスを接続する必要があります。N1 System Managerシステムソフト
ウェアをインストールするには、管理サーバーに Linuxがインストールされている必
要があります。Linuxは、手動でインストールして機能を 1つずつ選択するか、イン
ストールする機能を指定したキックスタートファイルを使ってインストールできま
す。

Linuxは、パーティションやデータがない空のハードドライブにインストールする必
要があります。ハードドライブにデータがある場合は、Linuxのインストール中にド
ライブのパーティションと、パーティション内のデータを削除できます。N1 System
Managerを使用するには、次に示す手順で Linuxをインストールすることで、適切な
ディスクパーティションを割り当て、N1 System Managerに必要な Linuxの特定の機
能をインストールする必要があります。

次の表に、管理サーバーのパーティション情報を示します (36Gバイトのハードドラ
イブの場合)。
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表 3–1管理サーバーのパーティション

パーティション Mバイト

/boot 102

/ 32962

swap 1992

ハードドライブが 36Gバイトより大きい場合:

� swapに割り当てる容量は変更しません。

� 上記の容量を /bootに割り当てます。

� 残りの容量を /に割り当てます。ルートファイルシステムには、プロビジョニン
グを行う OSディストリビューションが保存されます。

注 – 36Gバイトのドライブには、最大 3つの OSディストリビューションを保存でき
ます。4つ以上の OSディストリビューションのプロビジョニングを行う場合は、管
理サーバーをさらに大きなハードドライブにアップグレードしてください。

� キックスタートファイルを使って RedHat Linuxを
インストールする
この手順では、NFSまたは HTTPでアクセス可能なキックスタートファイルを使って
Linuxの CD-ROMからインストールすることを想定しています。

1. NFSまたは HTTPを使って管理サーバーにアクセス可能なマシンにログインしま
す。

2. Linuxのキックスタート設定ファイルを作成します。

次の設定データをコピーしてファイルにペーストします。ファイルの名前
は「n1gc-ks.cfg」などとします。

install
lang en_US.UTF-8
langsupport --default en_US.UTF-8 en_US.UTF-8
keyboard us
mouse genericwheelps/2 --device psaux
skipx
network --device eth0 --bootproto static --ip ip --netmask
255.255.255.0 --gateway --nameserver nameserver --hostname hostname

network --device eth1 --bootproto static --ip ip --netmask
255.255.255.0 --gateway --nameserver nameserver --hostname hostname

network --device eth2 --bootproto static --ip ip --netmask
255.255.255.0 --gateway --nameserver nameserver --hostname hostname

手順
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firewall --disabled
authconfig --enableshadow --enablemd5
bootloader --location=mbr
# The following is the partition information you requested
# Note that any partitions you deleted are not expressed
# here so unless you clear all partitions first, this is
# not guaranteed to work
clearpart --all --drives=hda
part /boot --fstype ext3 --size=102 --ondisk=sda
part / --fstype ext3 --size=1024 --grow --ondisk=sda
part swap --size=1992 --grow --maxsize=1024 --ondisk=sda

%packages --resolvedeps
@ office
@ engineering-and-scientific
@ editors
@ system-tools
@ base-x
@ web-server
@ development-tools
@ printing
@ text-internet
@ legacy-network-server
@ gnome-desktop
@ admin-tools
@ server-cfg
@ ftp-server
@ network-server
@ graphical-internet
@compat-arch-support
grub
kernel
kernel-smp

%post

3. 環境に応じてキックスタートインストールファイルを修正します。

� 動的 IPアドレスを使う場合は、次の構文を使って、キックスタートファイル内
の network文を置換します。

network --device ethx --bootproto dhcp

ここで ethxはポート、たとえば eth0です。

� 静的 IPアドレスを使う場合は、network文を次のように変更します。

– ipを Ethernetポートの IPアドレスに置き換えます。

– nameserverを社内ネームサーバーの IPアドレスに置き換えます。複数の
ネームサーバーを使う場合は、各ネームサーバーの IPアドレスをコンマで
区切ります。次に例を示します。--nameserver
110.112.113.11,110.112.113.22.

– hostnameを管理サーバーの名前に置き換えます。

必要な場合は、ETHポートで静的 IPアドレスと動的 IPアドレスを組み合わせ
て使用することができます。

第 3章 •管理サーバーでの Linuxのインストールと設定 41



ETH0は、管理サーバーを社内ネットワークに接続し、管理サーバーからの外部ア
クセスを可能にします。ETH0は 1Gビットの NICインタフェースである必要があ
ります。

ETH1は、管理サーバーをプロビジョニングネットワークに接続し、ETH0と同じ
ブロードキャストドメイン内にある必要があります。IPアドレスは ETH0と同じ
サブネット内にある必要があり、また 1,000台のプロビジョニング可能なサーバー
をサポートするように設定できます。ETH1は 1Gビットの NICインタフェースで
ある必要があります。

ETH2は、管理サーバーをすべてのプロビジョニング可能なサーバーのサービスプ
ロセッサインタフェースの SP0ポートに接続します。ネットマスクとゲート
ウェイの値は、管理ネットワークへのアクセスを許可する値である必要がありま
す。

注 –管理サーバーに別個の ETH2ギガビット NICカードを設置していない場合
は、ETH0と ETH2の両方の機能に ETH0を使用できます。ETH0は、プロビ
ジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサインタフェースへ、またサービス
プロセッサインタフェースからアクセスできるように設定する必要があります。

4. キックスタートファイルをサーバー上の NFSまたは HTTPのディレクトリに保存
します。

5. RedHat Linuxインストール CD-ROMの 1枚目を N1 System Manager管理サー
バーの DVDドライブに挿入し、システムを再起動します。

システムが再起動し、boot:プロンプトが表示されます。

6. 適切なコマンドを入力してキックスタート設定ファイルを指定します。

次のように、boot:プロンプトでキックスタート設定ファイルを指定します。

boot: linux ks=path/kickstart file name

たとえば、ローカルの NFSまたは HTTPサーバーの名前が fileserverで、
キックスタートファイルが n1gc-ks.cfgで、キックスタートファイルを、NFS
ファイル階層のルートディレクトリまたはWebサイトのルートディレクトリに保
存したとします。

� キックスタートファイルと NFSを使って起動するには、boot:プロンプトで
次のコマンドを入力します。

boot: linux ks=nfs:fileserver:/n1gc-ks.cfg

� キックスタートファイルと HTTPを使って起動するには、boot:プロンプトで
次のコマンドを入力します。

boot: linux ks=http://fileserver/n1gc-ks.cfg

Linuxのインストールが開始し、キックスタート設定ファイルを読み取るネット
ワークインタフェースを選択する画面が表示されます。

7. インストールするネットワークデバイスを選択します。
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Linuxのインストール方法を選択する画面が表示されます。メディアのタイプを選
択します。

インストールプロセスによってシステムが検索されます。検索が終了したら、
キックスタート設定ファイルによってインストールが制御されます。メッセージに
従って Linuxインストール CD-ROMを挿入します。
Linuxのインストールが終了したら、「Congratulations」(インストール完了)画面
が表示されます。

8. 「Exit」をクリックします。

システムが再起動し、「Welcome」画面が表示されます。
基本設定を行う必要があることを通知するメッセージが表示されます。「Next」
をクリックし、メッセージに従ってシステムを設定します。

設定を終了したら、「Login」画面が表示されます。

9. rootでログインします。

45ページの「Sun N1 System Managerをインストールするための管理サーバーの準
備」に従って、Sun N1 System Managerシステムに必要な追加 RPMをインストール
します。

� RedHat Linuxを手動でインストールする

1. RedHat Linuxインストール CD-ROMの 1枚目を N1 System Manager管理サー
バーの DVDドライブに挿入し、システムを再起動します。

boot:プロンプトで、テキストまたはグラフィカルユーザーインタフェースを
使ったインストールを開始します。

� グラフィカルインタフェースを使ってインストールするには、Returnキーを押
します。

� テキストインタフェースを使ってインストールするには、「text」と入力しま
す。

メッセージに従って環境を設定します。言語、キーボード、マウスのタイプを設定
する画面が表示されます。必要な情報を指定します。

2. パーティション情報の設定では、「Automatically Partition」を選択します。

Linuxのパーティションをすべて削除するか、パーティションをすべて削除する
か、パーティションをすべて残すかを選択する画面が表示されます。「Remove all
partitions」を選択します。パーティションの値が表示されます。
表示された値を、表 3–1の値と比較します。

� パーティションの値が一致する場合は、「Next」を選択します。
� パーティションの値が一致しない場合は、表 3–1に従って値を更新します。

3. ブートローダーの設定では、「GRUB」を選択します。

次の手順
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4. Ethernetポートの設定では、IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイの値を次
のように割り当てます。

a. ETH0は、社内ネットワークに接続し、管理サーバーからの外部アクセスを可
能にするように設定します。

b. ETH1は、プロビジョニングネットワークに接続するように設定します。

ETH1は、ETH0と同じブロードキャストドメイン内にある必要があります。
IPアドレスは ETH0と同じサブネット内にある必要があり、また最大 1,000台
のプロビジョニング可能なサーバーをサポートするように設定できます。

c. ETH2は、すべてのプロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサイ
ンタフェースの SP0ポートに接続するように設定します。

ネットマスクとゲートウェイの値は、管理ネットワークへのアクセスを許可す
る値である必要があります。

注 –管理サーバーに別個の ETH2ギガビット NICカードを設置していない場合
は、ETH0と ETH2の両方の機能に ETH0を使用できます。ETH0は、プロビ
ジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサインタフェースへ、またサー
ビスプロセッサインタフェースからアクセスできるように設定する必要があり
ます。

5. ファイアウォールの設定では、「No firewall」を選択します。

追加言語サポート、タイムゾーン、rootパスワードの順で設定する画面が表示さ
れます。必要な情報を指定します。

6. デフォルトのパッケージをインストールするか、インストールするパッケージをカ
スタマイズするかの設定では、「Customize」を選択します。

7. N1 System Managerシステムに必要なパッケージを選択します。

次のパッケージを選択します。

❒ Office

❒ Engineering and Scientific

❒ Editors

❒ System Tools

❒ X-Windows (base-x)

❒ Web Server

❒ Development Tools

❒ Legacy Software Development

❒ Printing

❒ Text-based Internet

❒ Legacy Network Server
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❒ Gnome Desktop

❒ Administration Tools

❒ Server Configuration

❒ FTP Server

❒ Network Server

❒ Graphical-based Internet

❒ Compatibility Architecture Support (グラフィカルインストール)または Legacy
Software Development (テキストインストール)

パッケージの選択が終了したら、インストールを継続します。Linuxのインストー
ルが終了したら、グラフィック、モニターのタイプ、画面解像度などを設定する画
面が表示されてから、システムが再起動されます。その後、起動情報を設定する画
面が表示されます。

8. システムの情報メッセージに従います。

設定が終了したら、ログイン画面が表示されます。

9. rootでログインします。

45ページの「Sun N1 System Managerをインストールするための管理サーバーの準
備」に従って、N1 System Managerシステムに必要な追加 RPMをインストールしま
す。

Sun N1 System Managerをインストール
するための管理サーバーの準備
N1 System Managerソフトウェアをインストールする前に、次の作業を行う必要があ
ります。

� N1 System Managerシステムに必要な追加 RPMを Linuxインストール CD-ROM
からインストールします。

� 国際対応の Perl RPMをダウンロードし、インストールします。

� 必要な場合は、簡体字中国語の Perlモジュールをダウンロード、make、およびイ
ンストールします。

� Java実行環境をダウンロードし、インストールします。

� /etc/hostsファイルを更新します。

次の手順
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� Sun N1 System Managerに必要な RPMを
CD-ROMからインストールする

1. N1 System Manager管理サーバーに rootでログインします。

2. RedHat Linuxインストール CD-ROMの 2枚目を DVDドライブに挿入します。

3. 端末ウィンドウで「mount /dev/cdrom」と入力し、CD-ROM をマウントしま
す。

4. 端末ウィンドウで次のコマンドを入力し、CD-ROMの 2枚目から最初の RPMを
インストールします。

rpm -i /mnt/cdrom/RedHat/RPMS/perl-CGI*i386.rpm

RPM のインストール中に「DSA signature:nokey」という警告が表示されま
す。この警告メッセージが表示されるのは、RPMに DSAセキュリティー署名がな
いからです。「DSA signature:nokey」という警告はすべて無視してもかまい
ません。

コマンドが完了するのを待ちます。

5. 「umount /dev/cdrom」と入力して CD-ROM のマウントを解除します。

CD-ROMを取り出し、RedHat Linuxインストール CD-ROMの 3枚目をドライブ
に挿入し、CD-ROMをマウントします。

6. 端末ウィンドウで、次のコマンドを順番に入力して、CD-ROMの 3枚目から
RPMをインストールします。1つのコマンドが完了してから、次のコマンドを入
力します。

rpm -i /mnt/cdrom/RedHat/RPMS/anaconda-runtime*i386.rpm
rpm -i /mnt/cdrom/RedHat/RPMS/perl-DBI*i386.rpm
rpm -i /mnt/cdrom/RedHat/RPMS/perl-DBD*i386.rpm
rpm -i /mnt/cdrom/RedHat/RPMS/rh-postgresql*i386.rpm

rpm -i /mnt/cdrom/RedHat/RPMS/rh-postgresql-server*i386.rpm

RPMがすべてインストールされたら CD-ROMを取り出します。

次の手順に従って、国際対応の Perlモジュールをダウンロードし、インストールしま
す。

� 国際対応の Perlモジュールをダウンロードし、イ
ンストールする

1. N1 System Manager管理サーバーに rootでログインします。

2. Webブラウザを開き、perl-5.8.3-16.i386.rpmをダウンロードするサイトにアクセ
スします。

手順

次の手順

手順
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3. perl-5.8.3–16.i386.rpmファイルを管理サーバー上のディレクトリにダウン
ロードします。

4. 端末ウィンドウで、RPMファイルの保存先ディレクトリに移動します。

5. 「rpm -i perl-5.8.3–16.i386.rpm」と入力して Perl モジュールをインス
トールします。

必要な場合は、管理サーバーにインストールされている RPMと、付録 Bにある
RPMの一覧を比較して、必要な RPMがすべてインストールされていることを確
認できます。

� 簡体字中国語ロケールでインストールしている場合は、47ページの「簡体字中国
語の Perlモジュールをダウンロード、make、およびインストールする」に
従って、簡体字中国語の Perlモジュールをダウンロード、make、およびインス
トールします。

� 簡体字中国語以外のロケールでインストールしている場合は、48ページの「Java
実行環境の RPMをダウンロードし、インストールする」に従って Java実行環境
の RPMをダウンロードし、インストールします。

� 簡体字中国語の Perlモジュールをダウンロード、
make、およびインストールする

1. N1 System Manager管理サーバーに rootでログインします。

2. ロケールが簡体字中国語に設定されていることを確認します。

端末ウィンドウで、「echo $LANG」と入力してシステムのロケール設定を表示し
ます。次に例を示します。

# echo $LANG

zh_CN.gb18030

言語ロケールが zh_CN.gb18030でない場合は、「export
LANG=zh_CN.gb18030」と入力してロケールを設定します。

3. Webブラウザを開き、

http://search.cpan.org/~autrijus/Encode-HanExtra-0.10にアクセ
スします。

ブラウザに Encode-HanExtra-0.10のダウンロードのページが表示されます。

4. 「Download」をクリックし、Encode-HanExtra-0.10.tar.gzファイルを管
理サーバー上のディレクトリに保存します。

5. 端末ウィンドウで、Encode-HanExtra-0.10.tar.gzファイルの保存先ディレ
クトリに移動します。

6. Encode-HanExtra-0.10.tar.gzの圧縮を解除し、tarファイルを展開します。

次の手順

手順
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a. tarファイルを展開するには、「gunzip
Encode-HanExtra-0.10.tar.gz」と入力します。

b. モジュールを展開するには、「tar -xvf Encode-HanExtra-0.10.tar」と
入力します。

7. Encode-HanExtra-0.10ディレクトリに移動します。

8. システムの Encode.pmデータベースを簡体字中国語のエンコーディングで更新す
るには、次のコマンドを順番に入力します。

1つのコマンドが完了してから、次のコマンドを入力します。

# perl Makefile.PL
# make
# make test

# make install

次の手順に従って、Java実行環境の RPMをダウンロードし、インストールします。

� Java実行環境の RPMをダウンロードし、インス
トールする

1. N1 System Manager管理サーバーに rootでログインします。

2. Webブラウザを開き、

http://ftp.aarnet.edu.au/pub/java/sun/JRE-1.4.2_01/linuxにアク
セスします。

3. jre-1_4_2_01-linux-i586-rpm.bin RPMを管理サーバー上のディレクトリ
にダウンロードします。

4. 端末ウィンドウで、RPMファイルの保存先ディレクトリに移動します。

5. コマンド「chmod +x jre-1_4_2_01-linux-i586-rpm.bin」を入力して
ファイルを実行可能にします。

6. コマンド「./j2re-1_4_2_01-linux-i586-rpm.bin」を入力してファイルを
復元します。

ユーザーライセンス契約が表示されます。ライセンスに同意し、ファイルの復元を
継続します。

7. コマンド「rpm -ivh j2re-1_4_2_01-linux-i586-rpm」を入力して Java 実
行環境をインストールします。

Java実行環境は /usr/java/j2re1.4.2_01/bin/javaにインストールされま
す。

次の手順

手順
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ヒント – /usr/java/j2re1.4.2_01/binをルートパスに追加します。

次の手順に従って、システムの /etc/hostsファイルを更新します。

� /etc/hostsファイルを更新する

1. Sun N1 System Manager管理サーバーに rootでログインします。

2. /etc/hostsファイルに、ループバックとサーバーのエントリがあることを確認
します。

a. 次のループバックのエントリが /etc/hostsファイルにあることを確認しま
す。

127.0.0.1 localhost

b. サーバーとその IPアドレスのエントリがあることを確認します。次に例を示し
ます。

11.11.111.11 n1control

ここで 11.11.111.11は管理サーバーの IPアドレス、n1controlは管理サーバーの
名前です。

c. /etc/hostsを保存して閉じます。

3. N1 System Manager管理サーバーを再起動します。

第 4章に従って、プロビジョニング可能なサーバーのファームウェアを確認し、必要
な場合は更新します。

次の手順

手順

次の手順
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第 4章

プロビジョニング可能なサーバーの
サービスプロセッサファームウェアの
確認とアップデート

Sun N1 System Managerを使ってプロビジョニング可能なサーバーを検出および管理
するには、各プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサファームウェア
を確認し、必要な場合はアップデートする必要があります。

サービスプロセッサファームウェアの確
認とアップデート
この節では、プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサファームウェア
を確認、ダウンロード、およびアップデートする手順を示します。

この節の内容は次のとおりです。

� 51ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサファーム
ウェアを確認する」

� 53ページの「V20zと V40zのサービスプロセッサファームウェアをダウンロード
する」

� 55ページの「V20zと V40zのサービスプロセッサファームウェアをアップデート
する」

� プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロ
セッサファームウェアを確認する
この手順は、N1 System Managerで管理する各 V20zサーバーと V40zサーバーで行
う必要があります。

1. V20zサーバーまたは V40zサーバーのサービスプロセッサにログオンします。手順
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コマンド「ssh -l ssh-account sp-ip-address」を入力します。ここで ssh-account は
35ページの「プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサの SSHアカ
ウントを設定する」で設定したサービスプロセッサのアカウント名です。また、
sp-ip-addressは、V20zのサービスプロセッサの IPアドレスです。サービスプロ
セッサのプロンプトが表示されます。

2. 「inventory get software」と入力し、ファームウェアのバージョンを表示し
ます。

次に例を示します。

$ inventory get software
Name Revision Install Date Description
Diagnostics V2.1.0.16 Thu Sep 30 15:24:31 2004 Server Diagnostics
Platform V1.30.5 Thu Sep 30 15:17:54 2004 Platform BIOS for V20z
BIOS - ID: 255
Operator Panel V1.0.1.1 Thu Sep 30 15:14:39 2004 Operator Panel Firmware
SP Value-Add V2.1.0.16 Thu Sep 30 15:06:58 2004 SP Value-Add Software

SP Base V2.1.0.16 Thu Sep 30 15:06:58 2004 SP Base Software

3. ファームウェアのバージョンを確認します。

� サービスプロセッサで表示されるファームウェアのバージョンが、次に示す
ファームウェアのバージョン以上である場合は、ファームウェアをダウンロー
ドし、アップグレードする必要はありません。

� サービスプロセッサで表示されるファームウェアのバージョンが、次に示す
ファームウェアのバージョンよりも古い場合は、53ページの「V20zと V40z
のサービスプロセッサファームウェアをダウンロードする」と55ページ
の「V20zと V40zのサービスプロセッサファームウェアをアップデートする」
に示す手順でファームウェアのアップグレードをダウンロードし、インストー
ルする必要があります。

V20zと V40zのファームウェアのバージョンは、プラットフォームの BIOSを除き
同じです。

ファームウェア バージョン

診断 V2.1.0.10

V20zプラットフォーム BIOS V1.30.5

V40zプラットフォーム BIOS V2.22.4

操作パネル V1.0.1.0

サービスプロセッサ (SP) V2.1.0.10

SP付加価値 V2.1.0.10

SPベース V2.1.0.10
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� V20zと V40zのサービスプロセッサファーム
ウェアをダウンロードする
ファームウェアをダウンロードするには、ファームウェアのダウンロード元Webサイ
トのユーザー名とパスワードが必要です。ユーザー名とパスワードを登録するには、
Webブラウザを開き、http://sdlcweb1d.sun.com/EComにアクセスします。
「Register」をクリックして登録フォームを開きます。登録が完了したら、次の手順
でファームウェアをダウンロードできます。

次の手順は、N1 System Managerを使って管理する各プロビジョニング可能なサー
バーで行う必要があります。

1. N1 System Manager管理サーバーに rootでログインします。

2. ファームウェアアップデートの zipファイルを保存するディレクトリを作成しま
す。

各サーバータイプのファームウェアをダウンロードするために、それぞれ別個の
ディレクトリを作成します。次に例を示します。

# mkdir V20z-firmware V40z-firmware

3. Webブラウザを開き、

http://www.sun.com/servers/entry/v20z/downloads.htmlにアクセス
します。

Sun Fire V20z/V40zサーバーのダウンロードのページが表示されます。

4. 「Current Release」をクリックします。

「Sun Fire V20z/V40z NSV Bundles 2.1.0.16」ページが表示されます。

5. 「Download」をクリックします。

ダウンロードの「Welcome」ページが表示されます。ダウンロードセンターにログ
インしていない場合は、ログイン名とパスワードを入力します。

6. 「Continue」をクリックします。

「Terms of Use」ページが表示されます。ライセンス契約をよく読みます。ファー
ムウェアをダウンロードするには、ライセンスの規約に同意する必要があります。
続行するには「Accept」をクリックします。
「Download」ページが表示されます。ダウンロード可能なファイルの一覧が表示
されます。

7. 手順 2で作成した V20zのファームウェアファイル用に作成したディレクトリに、
次のファームウェアの zipファイルをダウンロードします。

� BIOS for V20z V2.1.0.16b, English (nsv-v20z-bios-fw_V2.1.0.16b.zip,
225.50 MB)

� NSV V2.1.0.16 bundle, English (nsv_V2.1.0.16.zip, 3.88 MB)
� NSV README FILE, English (NSV_readme_817-7182_10.12.pdf, 194.39

KB)

始める前に

手順
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8. 手順 2で作成した V40zのファームウェアファイル用に作成したディレクトリに、
次のファームウェアの zipファイルをダウンロードします。

� BIOS for V40z V2.1.0.16a, English (nsv-v40z-bios-fw_V2.1.0.16a.zip,
157.57 MB)

� NSV V2.1.0.16 bundle, English (nsv_V2.1.0.16.zip, 3.88 MB)

9. V20zファームウェアの zipファイルをダウンロードしたディレクトリに移動しま
す。

BIOSと NSVの zipファイルを展開します。

a. NSV の zip ファイルを展開するには「unzip nsv_V2.1.0.16.zip」と入力
します。

次のファイルとディレクトリが作成されます。

# ls -p
V2.1.0.16_manifest.xml manifest_template2.xsl scripts/
diags/ nsv_V2.1.0.16.zip snmp/

logs/ processRules.xml spupdate/

b. V20Z BIOSファイルを展開するには「unzip
nsv-v20z-bios-fw_V2.1.0.16b.zip」と入力します。

「unzip nsv-v20z-bios-fw_V2.1.0.16b.zip」を置き換えるかどうかを
問い合わせるメッセージが表示されます。「y」を入力して操作を続けます。

次のファイルが作成されます。

# ls -p
THIRDPARTYLICENSEREADME.txt nsv_sp_GPLsrc.zip

nsv-v20z-bios-fw_V2.1.0.16b.zip sp_src.tar.gz

c. 新しい BIOS zipファイルを展開するには「unzip
nsv-v20z-bios-fw_V2.1.0.16b.zip」と再度入力します。

THIRDPARTYLICENSEREADME.txtを置き換えるかどうかを問い合わせる
メッセージが表示されます。「y」を入力して操作を続けます。

次のファイルとディレクトリが作成されます。

� processRules.xml (ファイル)
� manifest_template2.xsl (ファイル)
� sw_images/ (ディレクトリ)
� THIRDPARTYLICENSEREADME.txt (ファイル)

sw_imagesディレクトリにある次のファイルは、 N1 System Managerに
よって V20Zプロビジョニング可能なサーバーのファームウェアのアップデー
トに使用されます。

� sw_images/sp/spbase/V2.1.0.16/install.image
� sw_images/platform/firmware/oppanel/V1.0.1.1/picup.image
� sw_images/platform/firmware/bios/V1.30.5/bios.sp

10. V40zファームウェアの zipファイルをダウンロードしたディレクトリに移動しま
す。
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zip ファイルを展開するには「unzip nsv-v40z-bios-fw_V2.1.0.16b.zip」
と入力します。

次の節に示す手順でプロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサファーム
ウェアをアップデートします。

� V20zと V40zのサービスプロセッサファーム
ウェアをアップデートする
次の手順は、N1 System Managerを使って管理する各プロビジョニング可能なサー
バーで行う必要があります。

1. N1 System Manager管理サーバーに rootでログインします。

� V20zのファームウェアをアップグレードする場合は、V20zの BIOSファイル
をダウンロードし、展開したディレクトリに移動します。

� V40zのファームウェアをアップグレードする場合は、V40zの BIOSファイル
をダウンロードし、展開したディレクトリに移動します。

2. 「/usr/java/j2re1.4.2_01/bin/java -jar spupdate.jar -f
install.image」と入力してアップデートサーバーのデーモンを起動します。

注意 – V20zと V40zの両方のファームウェアをアップグレードする場合は、アップ
グレードするマシンのタイプに対応するファームウェアがあるディレクトリに移動
していることを確認し、該当するマシンのタイプにログインする必要があります。

spupdateデーモンが、プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサ
からの要求を待ちます。

3. プロビジョニング可能なサーバーのファームウェアをアップデートします。

a. 管理サーバーで新しい端末ウィンドウを開き、プロビジョニング可能なサー
バーの SPにログインします。

コマンド「ssh -l account IP-address」を入力します。ここで IP-address は SP
の IPアドレスです。

SPのアカウント名とパスワードがわからない場合は、SPを工場出荷時の設定
にリセットします。リセットの方法については、付録A を参照してください。

b. 「sp update flash all -i IP-address」と入力してサービスプロセッサを
アップデートします。ここで IP-addressは管理サーバーの IPアドレスです。

SPが管理サーバーの spupdateデーモンに接続し、ファームウェアアップ
デートをダウンロードおよびインストールします。ファームウェアのアップ
デートが完了したら、サービスプロセッサが再起動し、サービスプロセッサへ

次の手順

手順
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の ssh接続が切断されます。

4. 各プロビジョニング可能なサーバーについて手順 3を繰り返してから、次の手順
に進みます。

5. 管理サーバーの spupdateデーモンを終了します。

spupdateコマンドを入力した端末ウィンドウに移動し、 Control-Cキーを押して
デーモンを終了します。

第 5章に従って N1 System Managerソフトウェアをインストールします。次の手順
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第 5章

Sun N1 System Managerソフトウェア
のインストールと設定

この章では、管理サーバーで Sun N1 System Managerソフトウェアを初めてインス
トールし、設定する手順を示します。この章の内容は、次のとおりです。

� 57ページの「Sun N1 System Managerのインストールの前提条件」
� 59ページの「Sun N1 System Managerソフトウェアのインストール」
� 62ページの「N1 System Managerシステムの設定」
� 66ページの「本稼働の準備」

Sun N1 System Managerのインストール
の前提条件
N1プロビジョニングソフトウェアをインストールするには、次の前提条件を満たし
ている必要があります。

❒ 第 2章に従ってネットワークとサーバーの準備が完了している。

❒ 第 3章に従って Linuxと必要な RPMがすべてインストールされている。

❒ 第 4章に従って、プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサファーム
ウェアを確認し、必要な場合は更新してある。

Sun N1 System Managerのインストールには、次の 2つの方法があります。

� 管理サーバーとして選択したサーバーに DVDドライブがインストールされている
場合は、59ページの「N1 System Managerソフトウェアをインストールする」に
従って、インストール DVD-ROMから Sun N1 System Managerソフトウェアを
インストールできます。

� 管理サーバーとして選択したサーバーに DVDドライブがインストールされていな
い場合は、次の手順に従って N1 System Managerのダウンロード、展開、マウン
トなどを行う必要があります。
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� Sun N1 System Managerのインストール ISOイ
メージをダウンロードし、マウントする

1. N1 System Manager管理サーバーに rootでログインします。

2. 省略可能: Sun Download Managerをダウンロードし、インストールします。

Webブラウザを使用してサイズの大きなファイルをダウンロードする場合、失敗
することがあります。このため、N1 System Managerのインストール ISOイメー
ジファイルをダウンロードする場合は、Sun Download Managerをインストール
し、使用することを推奨します。Sun Download Managerのダウンロードおよび
インストールの方法については、

http://www.sun.com/download/sdm/index.xmlの URLにアクセスしま
す。

3. N1 System Managerのインストール ISOイメージを管理サーバーにダウンロード
し、展開します。

http://www.sun.com/download/index.jspの URLにアクセスします。N1
System Managerのダウンロードリンクに移動し、ISOイメージの zipファイルを
ダウンロードします。

管理サーバーに Linuxのグラフィカルユーザーインターフェースがインストール
されていない場合は、FTPまたは NFSを使って管理サーバーにアクセスできるマ
シンに、インストール ISOイメージをダウンロードします。ダウンロードが完了
したら、管理サーバーに ISOイメージをコピーします。

4. N1 System Managerのインストール ISOイメージの zipファイルを展開します。

「unzip ISO-image-name.zip」を入力します。ここで ISO-image-name は、ダウ
ンロードした N1 System Managerのインストール ISOイメージの zipファイルの
名前です。

5. 管理サーバーのインストール ISOイメージのための、マウント先のディレクトリ
を作成します。

次に例を示します。

# mkdir /n1sm-install

6. N1 System Managerのインストール ISOイメージをマウントします。

mount -o loop, ro /iso_image_name mount_point_directory コマンド構文を使用
して、インストール ISOイメージをマウントします。ここで /iso_image_nameは、
ダウンロードした N1 System Managerのインストール ISOイメージの名前です。
また、mount_point_directoryは、作成したマウント先のディレクトリです。

次にあげる条件の場合の例を示します。

� N1 System Managerのインストール ISOイメージは、/n1sm_linux.isoの
ように、管理サーバーのルートディレクトリに保存および展開されている。

� マウント先のディレクトリ /n1sm-installが作成されている。

手順
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この場合、N1 System Managerのインストール ISOイメージは、次のように入力
してマウントします。

# mount -o loop,ro /n1sm_linux.iso /n1sm-install

次の節で示す手順で Sun N1 System Managerソフトウェアをインストールします。

Sun N1 System Managerソフトウェアの
インストール
この節では、N1 System Managerソフトウェアを管理サーバーにインストールする手
順を示します。

注意 –管理サーバーは N1 System Managerソフトウェア専用にします。管理サーバー
にほかのアプリケーションをインストールしないでください。

� N1 System Managerソフトウェアをインストール
する
� 第 2章に従ってハードウェアが接続され、構成されている必要があります。
� 39ページの「Sun N1 System Managerサーバーへの Linuxのインストール」に
従って、Red Hat Linux Enterprise Edition 3.0 AS U2以降の 32ビットのバー
ジョンが N1 System Manager管理サーバーにインストールされている必要があり
ます。

� 45ページの「Sun N1 System Managerをインストールするための管理サーバーの
準備」に従って、N1 System Managerシステムに必要な RPMがインストールさ
れ、システムファイル /etc/hostsが更新されている必要があります。

注 – N1 System Managerソフトウェアのインストール時間はネットワーク構成に
よって異なり、最大で 2時間かかる場合があります。

1. N1 System Manager管理サーバーに rootでログインします。

2. N1 System Managerのインストールディレクトリに移動します。

� 管理サーバーのインストール DVD-ROMから N1 System Managerソフト
ウェアをインストールしている場合は、
/mnt/cdrom/Linux_x86/Product/installerディレクトリに移動しま

次の手順

始める前に

手順
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す。

� インストール ISOイメージから N1 System Managerソフトウェアをインス
トールしている場合は、
/mount-point-directory/Linux_x86/Product/installerディレクトリに移
動します。ここで mount-point-directoryは、58ページの「Sun N1 System
Managerのインストール ISOイメージをダウンロードし、マウントする」で作
成した N1 System Manager ISOイメージのマウント先です。

たとえば、ISOイメージを /n1sm-installにマウントしている場合は、
/n1sm-install/Linux_x86/Product/installerディレクトリに移動し
ます。

3. 「./install」と入力します。

ソフトウェア評価契約が表示されます。

4. 規約に同意してインストールを継続するかどうかを選択します。

契約をよく読みます。インストールを継続するには「y」を、インストールを中止
するには「n」を入力します。

インストールを継続すると、インストールプロセスによって必要な Perlモジュー
ルが確認されます。確認が終了したら、N1SMインストーラのメニューが表示さ
れ、インストールが開始します。

N1SM Installer

1. Check that required RPM packages are present. [Not Completed]
2. Install IPMI tool. [Not Completed]
3. Install Perl modules for user interface. [Not Completed]
4. Install OS provisioning components. [Not Completed]
5. Copy DHCP configuration file. [Not Completed]
6. Install service provisioning components. [Not Completed]
7. Install user interface components. [Not Completed]
8. Install service container components. [Not Completed]
9. Install N1 System Manager. [Not Completed]

Non-interactive install in progress

インストールプロセスによって各処理が順番に実行されます。処理が完了したら、
処理の状態が「Completed」に更新されます。
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注 – RHEL 3.0 AS Update 2、Update 3、または Update 4以外の RPMをインス
トールしている場合は、インストールの手順 1が完了したあとに、N1 System
Managerで RPMが機能しない可能性があるという警告が表示される場合がありま
す。該当する RPMの一覧に続いて、検出された RPMの一覧が表示されます。c
を押すと、インストールを続行できるという警告が通知されます。このオプション
は、ジョブが失敗した場合の現在使用可能なオプション (やり直す場合は t、終了
する場合は x)に追加されたものです。

cを押して N1 System Managerのインストールを続行することを促すプロンプト
が表示されます。

処理に失敗したら、通知が表示され、状態が「Not Completed」のままか、
「Partially Run」に変更されます。インストールプロセスを終了し、ログファイル
/var/tmp/installer.log.latestで問題の原因を調べます。問題を解決し、
インストールプロセスを再び実行します。

注 – RedHat Enterprise Linux AS Update 3以降のバージョンをインストールして
いる場合は、手順 9が完了したあとに、次のメッセージが表示されます。

This installer has determined that some rpms currently installed on
this system have later versions than those currently required by N1SM.
If you encounter any problems related to these substitutions, you might
need to obtain and install the exact version of the software required

by the installer before re-installing N1SM.

付録 B は、N1 System Managerに必要な RPMとそのバージョン一覧を掲載して
います。

インストールプロセスが完了すると、設定ユーティリティの実行を求めるメッセー
ジが表示されます。

N1SM installation is complete

Run the n1gcconfig utility to configure N1SM.

次の節、62ページの「N1 System Managerシステムの設定」に従って N1 System
Managerシステムを設定します。

次の手順
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N1 System Managerシステムの設定
この節では、N1 System Managerシステムを設定する手順を示します。

ヒント –続ける前に、管理サーバーの rootアカウントのパスに
/opt/sun/n1gc/binを追加します。

� Sun N1 System Managerシステムを設定する
59ページの「Sun N1 System Managerソフトウェアのインストール」に従って N1
System Managerソフトウェアがインストールされている必要があります。

1. N1 System Manager管理サーバーに rootでログインします。

2. 「/usr/bin/n1gcconfig」と入力して設定プロセスを起動します。

設定プロセスを継続するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。
「y」を入力して操作を続けます。

設定プロセスによってネットワークインタフェースが検出され、表示されてから、
プロビジョニングネットワークのインタフェースの指定を求めるメッセージが表示
されます。

3. プロビジョニングネットワークインタフェースのポートを指定します。

� プロビジョニングネットワークにネットワークインタフェース eth0を使用す
るには、「eth0」と入力します。

� プロビジョニングネットワークにネットワークインタフェース eth2を使用す
るには、「eth2」と入力します。

DHCPサーバーに使用する IPアドレスの範囲を指定するかどうかを問い合わせる
メッセージが表示されます。

4. DHCPサーバーのアドレスを設定するかどうかを選択します。

始める前に

手順
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注意 –指定した場合は、IP範囲を使って N1 System Managerの DHCPサービスが
設定されます。プロビジョニング可能なサーバーから、DHCPのサブネット、グ
ループ、またはクライアント句を使って解決していない DHCP要求を受け取った
とき、管理サーバーによってこの範囲から次の未使用のアドレスが割り当てられま
す。

管理サーバーの DHCPサービスを使うには、次の条件を満たしている必要があり
ます。

� DHCPブロードキャスト範囲内で、DHCP応答を期待していないすべてのノー
ドが適切に処理されている。

� 管理サーバーの IPアドレスが、指定範囲内のどのアドレスとも一致しない。こ
の規則によって、DHCPサーバーが、DHCPクライアント句を使って解決して
いないクライアントに、重複する IPを割り当てません。

� 指定範囲が、load group os コマンドの IP パラメータの一部として指定され
た範囲と重複しない。OSの配備中に割り当てられた静的 IPアドレスが、N1
System Managerの設定中に指定された IP範囲と重複しない必要があります。
この規則によって、管理サーバーの DHCPプロセスが、DHCPクライアント
句を使って解決していないプロビジョニング可能なサーバーに、重複する IPア
ドレスを割り当てません。

プロビジョニング可能なサーバーに DHCP IPアドレス範囲を設定する必要がない
限り、IPアドレスの範囲指定を行わないことを推奨します。

� DHCPサーバーに使う IPアドレスの範囲を指定する場合は、「y」を入力しま
す。開始する DHCP IPアドレスの入力を求めるメッセージが表示されます。
手順 5に進んでください。

� IPアドレスの範囲を指定しない場合は、「n」を入力します。

ネームサーバーを設定するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されま
す。手順 7に進んでください。

5. DHCPサーバーに使う開始 IPアドレスを入力します。

注意 –各プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサに割り当てられて
いる IPアドレスと重複しない IPアドレスを選択します。この手順で指定する IP
アドレスの範囲がプロビジョニング可能なサーバーの Ethernetポートに割り当て
られます。

終了する IPアドレスの入力を求めるメッセージが表示されます。

6. DHCPサーバーに使う終了 IPアドレスを入力します。

ネームサーバーを設定するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。

7. ネームサーバーを設定するかどうかを選択します。
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� ネームサーバーを設定する場合は、「y」を入力します。ネームサーバーのア
ドレスの入力を求めるメッセージが表示されます。手順 8に進んでください。

� ネームサーバーを設定しない場合は、「n」を入力します。SMTPサーバーでイ
ベント通知を設定するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。手
順 10に進んでください。

8. ネームサーバーを設定します。
ネームサーバーの IPアドレスをスペースで区切って入力します。次に例を示しま
す。

129.111.111.11 129.111.111.22

検索する接尾辞の一覧の入力を求めるメッセージが表示されます。

9. 検索ドメインを指定します。
DNSと DHCPの検索に使うドメインの名前をスペースで区切って入力します。次
に例を示します。

location-one.company.com location-two.company.com location-three.company.com

SMTPサーバーでイベント通知を設定するかどうかを問い合わせるメッセージが表
示されます。

10. SMTPでイベント通知を設定するかどうかを選択します。

� SMTPサーバーを設定する場合は、「y」を入力します。SMTPサーバーの名前
または IPアドレスの入力を求めるメッセージが表示されます。手順 11に進ん
でください。

� SMTPサーバーを設定しない場合は、「n」を入力します。ログの設定を変更す
るかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。手順 12に進んでくださ
い。

11. SMTPサーバーの名前または IPアドレスを指定します。
SMTPサーバーの完全修飾名または IPアドレスを入力します。次に例を示しま
す。

smtp.mycompany.com

または

129.111.222.33

ログの設定を変更するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。

12.ログの設定を変更します。

� ログを設定する場合は「y」を入力します。ログの設定に関する情報が表示さ
れます。手順 13に進んでください。

� ログを設定しない場合は「n」を入力します。設定プロセスによって、システ
ム設定の変更内容が表示されます。手順 15に進んでください。

13.ログを設定します。
Returnキーを押してデフォルトの「ALL」を使用するか、指定内容を入力しま
す。topic.severityの値の入力を求めるメッセージが表示されます。
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14.トピック重要度の値を指定します。

次のいずれかの操作を行います。

� Returnキーを押してデフォルト値の 0を使用します。

� 次のように別の重要度値 (0～ 7)を入力します。

– 0 =不明
– 1 =その他
– 2 =情報
– 3 =警告
– 4 =マイナー
– 5 =メジャー
– 6 =重大
– 7 =致命的

� 重要度の指定を中止するには「q」を入力します。ログの設定は行われませ
ん。

ジョブのタイムアウトの設定を変更するかどうかを問い合わせるメッセージが表示
されます。

15.ジョブのタイムアウトの設定を変更するかどうかを選択します。

一部の OSディストリビューションは非常に大きく、サーバーのプロビジョニング
を行うときにデフォルトの時間よりも長い時間を要する場合があります。大きな
OSディストリビューションのプロビジョニングを行う場合は、タイムアウト値を
延長します。

� ジョブのタイムアウトの設定を変更する場合は、「y」を入力します。

ジョブのタイムアウト値の説明が表示されます。別のタイムアウト値を入力し
ます。

� ジョブのタイムアウトの設定を変更しない場合は、「n」を入力します。

サーバー起動時に N1 System Manager (N1SM)を起動するかどうかを問い合わせ
るメッセージが表示されます。

16.サーバー起動時に N1 System Managerシステムを起動するかどうかを選択しま
す。

� サーバー起動時に N1 System Managerシステムを起動するには、「y」を入力
します。

� 管理サーバーの再起動後に N1 System Managerシステムを手動で起動する場合
は、「n」を入力します。N1 System Managerを起動するには、コマン
ド「service n1gcinit start」を入力します。

注意 – コマンド「service n1gcinit start」を実行して N1 System
Managerを起動するには、N1 System Managerの設定が適切に完了している必
要があります。
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設定プロセスによって、システム設定の変更内容が表示されます。設定を適用する
かどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。

17.設定を確認します。

� 設定を適用するには、「y」を入力します。

Enterキーを押して N1 System Managerを起動します。

� 設定が正しくない場合は、「n」を入力します。

N1 System Managerが正常に機能するには、設定をやり直し、適用する必要が
あります。設定プロセスが終了し、システムプロンプトが表示されます。N1
System Managerを設定するには、n1gcconfigコマンドを再び実行します。

次の節に従って、N1 System Managerシステムを実稼働させる準備を行います。

本稼働の準備
N1 System Managerの準備を行うには、『Sun N1 System Manager 1.0管理ガイ
ド』に従って、次の作業を行います。

� N1 System Managerにログインします。ログイン方法については、『Sun N1
System Manager 1.0管理ガイド』の「N1 System Managerへのアクセスの概要」
を参照してください。

� N1 System Managerのユーザーとロールを定義します。定義方法については、
『Sun N1 System Manager 1.0管理ガイド』の第 3章「N1 System Managerの
ユーザーセキュリティの管理」を参照してください。

� 検出を実行して、プロビジョニング可能なサーバーを検出し、特定します。検出お
よび特定の方法については、『Sun N1 System Manager 1.0管理ガイド』の「新し
いサーバーを検出する」を参照してください。

� プロビジョニング可能なサーバーのオペレーティングシステムディストリビュー
ションを作成します。作成方法については、『Sun N1 System Manager 1.0管理ガ
イド』の「OSディストリビューションのインポートと更新、削除」を参照してく
ださい。

次の手順

66 Sun N1 System Manager 1.0インストールおよび構成ガイド • 2005年 5月



第 6章

Sun N1 System Managerソフトウェア
のアンインストール

この章では、N1 System Managerソフトウェアを管理サーバーからアンインストール
する手順を示します。

Sun N1 System Managerソフトウェアの
アンインストール
この節では、N1 System Managerソフトウェアをアンインストールする手順を示しま
す。

� N1 System Managerソフトウェアをアンインス
トールする

1. N1 System Manager管理サーバーに rootでログインします。

2. N1 System Managerのプロセスをすべて終了します。

端末ウィンドウで「service n1gcinit stop」と入力します。「N1 services
stopped」というメッセージが表示されたら、操作を続けます。

3. 次のコマンドを入力して N1 System Managerソフトウェアをアンインストールし
ます。

/n1gc-setup/installer/install -e

アンインストールプロセスで N1 System Managerソフトウェアと N1 System
Managerのコンポーネントがアンインストールされることを通知するメッセージ
が表示されます。継続するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。

手順
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4. 「y」を入力して N1 System Managerソフトウェアをアンインストールします。

ディストリビューションのイメージを削除するかどうかを問い合わせるメッセージ
が表示されます。

5. (省略可能)オペレーティングシステムディストリビューションのイメージを削除し
ます。

� ディストリビューションのイメージを残すには、「n」を入力します。

ディストリビューションのイメージが残されることを示すメッセージが表示さ
れます。

� ディストリビューションのイメージを削除するには、「y」を入力します。

アンインストールプロセスによって N1 System Managerソフトウェアとコンポー
ネントの削除が開始されます。アンインストールプロセスが完了したら、「N1SM
is uninstalled」というメッセージが表示されます。

6. 管理サーバーを再起動してからほかの作業を行います。
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付録 A

インストールと設定の障害追跡

プロビジョニング可能なサーバーのサービスプロセッサにログインできない。
アカウントとパスワードを次のようにリセットします。

1. プロビジョニング可能なサーバーの前面の LCDパネルを使います。
2. 「SP menu」を選択します。
3. 「Use Defaults」を選択します。
4. 確認を求められたら「Yes」を選択します。

アカウント名が setupに、パスワードが adminにリセットされます。

システム起動時に dhcpd が起動しない。起動処理中に「Starting dhcpd:
[Failed]」と表示される。

Sun N1 System Managerの設定を行っていない場合は、このメッセージは正常で
す。62ページの「N1 System Managerシステムの設定」に従って、 N1 System
Managerシステムを設定します。

httpd 警告: システムがサーバーの完全修飾ドメイン名を判断できない。起動処理
中に次のようなメッセージが表示される。

[Fri Nov 19 12:47:33 2004] [alert] httpd: Could not determine the server’s fully
qualified domain name, using 129.123.111.12 for ServerName
scs-httpd: Fri Nov 19 12:47:34 PST 2004 : Deamon started (pid=1473 1485 1486..

システムファイル /etc/resolv.confが正しく設定されていません。

/etc/resolv.confを次のように編集します。

nameserver server 1 IP address
nameserver name server 2 IP address
nameserver name server 3 IP address
domain your company domain namesearch your company domain name

たとえば、最初の DNSサーバーの IPアドレスが 129.123.111.12、2台目の DNS
サーバーが 129.123.111.24、3台目の DNSサーバーが 129.123.111.36であるとしま
す。会社のドメイン名が mydomain.comの場合、/etc/resolv.confファイル
には次の行が必要です。
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nameserver 129.123.111.12
nameserver name 129.123.111.24
nameserver name 129.123.111.36
domain mydomain.com

search mydomain.com

Sun N1 System Manager サーバーへの HTTPS 接続に失敗する。

https://servername:6789 (servername は管理サーバーの名前) の書式で Sun N1
System Manager サーバーの URL を入力すると、次のメッセージが表示される。

Error

The requested operation could not be performed by the proxy.

Connect to reviewme.sfbay.sun.com:443 failed (Connection refused)

システムファイル /etc/resolv.confが正しく設定されていません。

/etc/resolv.confを次のように編集します。

nameserver server 1 IP address
nameserver name server 2 IP address
nameserver name server 3 IP address
domain your company domain name
search your company domain name

たとえば、最初の DNSサーバーの IPアドレスが 129.123.111.12、2台目の DNS
サーバーが 129.123.111.24、3台目の DNSサーバーが 129.123.111.36であるとしま
す。会社のドメイン名が mydomain.comの場合、/etc/resolv.confファイル
には次の行が必要です。

nameserver 129.123.111.12
nameserver name 129.123.111.24
nameserver name 129.123.111.36
domain mydomain.com

search mydomain.com

machine-name が、実際の IP アドレスではなく 127.0.0.1 に解決される。
/etc/hostsファイルに、サーバーとその IPアドレスのエントリがあることを確
認します。次に例を示します。

10.5.157.25 machine-name loghost

ここで machine-nameは N1 System Manager管理サーバーの名前です。たとえば、
マシン名が n1managerで、eth0に割り当てられた IPアドレスが 129.123.111.12
の場合、/etc/hostsファイルには次の設定が必要です。

# Do not remove the following line, or various programs
# that require network functionality will fail.
127.0.0.1 localhost.localdomain localhost

129.123.111.12 n1manager loghost

/etc/hostsファイルの更新後はシステムを再起動する必要があります。

70 Sun N1 System Manager 1.0インストールおよび構成ガイド • 2005年 5月



付録 B

Sun N1 System Managerに必要な
Linuxの RPM

この付録では、RHEL 3.0 AS Updateによってインストールされた場合に、N1 System
Managerに必要な Linuxの RPMの一覧のみを示します。RHEL 3.0 AS Update 3と
Update 4は、これらの RPM以降のバージョンをインストールします。

anaconda-runtime-9.1.2-2.RHEL
cpp-3.2.3-34
dev86-0.16.3-8
Encode-HanExtra-0.10 (Simplified
Chinese locales only)
expect-5.38.0-92
gcc-3.2.3-34
gcc-c++-3.2.3-34
gcc-c++-ssa-3.5ssa-0.20030801.47
gcc-g77-3.2.3-34
gcc-g77-ssa-3.5ssa-0.20030801.47
gcc-gnat-3.2.3-34
gcc-java-3.2.3-34
gcc-java-ssa-3.5ssa-0.20030801.47
gcc-objc-3.2.3-34
gcc-objc-ssa-3.5ssa-0.20030801.47
gcc-ssa-3.5ssa-0.20030801.47
gnome-python2-1.99.14-5
gnome-python2-bonobo-1.99.14-5
gnome-python2-canvas-1.99.14-5

gnome-python2-gtkhtml2-1.99.14-5
jre-1_4_2_01
libgcj-devel-3.2.3-34
libgcj-ssa-devel-3.5ssa-0.20030801.47
perl-5.8.0-88.4
perl-5.8.3–16
perl-CGI-2.81-88.4
perl-CPAN-1.61-88.4
perl-DBD-Pg-1.21-2
perl-DBI-1.32-5
php-4.3.2-11.ent
php-imap-4.3.2-11.ent
php-ldap-4.3.2-11.ent
pygtk2-1.99.16-8
pygtk2-libglade-1.99.16-8
pyorbit-1.99.3-5
python-2.2.3-5
rh-postgresql-7.3.6-1
rh-postgresql-server-7.3.6-1

71



72 Sun N1 System Manager 1.0インストールおよび構成ガイド • 2005年 5月



付録 C

Sun N1 System Managerの RPM

次の表に、Sun N1 System Managerのインストーラによってインストールされる
RPMの一覧を示します。

表 C–1 Sun N1 System Managerの RPM

RPM名 説明

ipmitool-1.5.9-1 このパッケージには、OpenIPMIカーネルドライバまた
は IPMI-over-LANプロトコルによる、IPMI (Intelligent
Platform Management Interface)対応デバイスとのインタ
フェース用ユーティリティが含まれます。SDRの読み取
りとセンサー値の表示、SELの内容の表示、FRU情報の
出力、LAN構成の読み取りと設定、およびシャーシの電
源制御の基本機能があります。

sun-cacao-1.0-25 このパッケージには、共通エージェントコンテナの実行
と管理のためのライブラリとバイナリが含まれます。

sun-cacao-config-1.0-25 このパッケージには、共通エージェントコンテナの設定
ファイルが含まれます。

sun-cacao-man-1.0-25 このパッケージには、共通エージェントコンテナに関す
るマニュアルページが含まれます。

sun-hdappln-0.1-1 Sun N1 System Managerアプリケーション配備拡張
パック

sun-hddomain-0.1-1 Sun N1 System Managerドメインバンドル

sun-hddrvrs-0.1-1 Sun N1 System Managerドライババンドル

sun-hdevent-0.1-1 Sun N1 System Managerイベントモジュール

sun-hdhal-0.1-1 Sun N1 System Manager HALバンドル

sun-hdhutils-0.1-1 Sun N1 System Manager HALユーティリティバンドル

sun-hdservices N1 Grid Controllerサービスバンドル

73



表 C–1 Sun N1 System Managerの RPM (続き)
RPM名 説明

sun-hdui-0.1-1 分散型システム (HSS: Horizontally Scaled System)のブ
ラウザユーザーインタフェース (BUI)モジュール

sun-hdui-fr-0.1-1 HSS BUI用のフランス語地域化モジュール

sun-hdui-ja-0.1-1 HSS BUI用の日本語地域化モジュール

sun-hdui-ko-0.1-1 HSS BUI用の韓国語地域化モジュール

sun-hdui-zh_CN-0.1-1 HSS BUI用の簡体字中国語地域化モジュール

sun-hdui-zh_TW-0.1-1 HSS BUI用の繁体字中国語地域化モジュール

sun-jdmk-runtime-5.1-34 Java DMK 5.1実行時ライブラリ

sun-jdmk-runtime-jmx-5.1-34 Java DMK 5.1 JMXライブラリ

sun-nspr-4.1.6-2 Netscapeポータブルランタイム (NSPR)は、GUIを使わ
ないオペレーティングシステムの機能をプラットフォー
ムに依存させないために使われます。オペレーティング
システムの機能には、スレッド、スレッドの同期、通常
のファイルとネットワークの入出力、間隔のタイミング
とカレンダー時間、基本メモリー管理 (mallocと free)、
および共有ライブラリのリンクが含まれます。

sun-nss-3.3.10-1 ネットワークセキュリティーサービス (NSS)は、セ
キュリティー対応のサーバーアプリケーションを異なる
プラットフォーム間で開発できるようにする一連のライ
ブラリです。NSSを使って構築するアプリケーション
は、SSL v2と v3、TLS、PKCS #5、PKCS #7、PKCS
#11、PKCS #12、S/MIME、X.509 v3の証明書、およびそ
の他のセキュリティー標準をサポートできます。

SUNWcmcon-2.2-1 Sun Java™用の簡体字中国語地域化Web Console 2.2 (コ
ア)

SUNWcmctg-2.2-1 Sun Java用の簡体字中国語地域化Web Console 2.2 (タグ
とコンポーネント)

SUNWfmcon-2.2-1 Sun Java用のフランス語地域化Web Console 2.2 (コア)

SUNWfmctg-2.2-1 Sun Java用のフランス語地域化Web Console 2.2 (タグと
コンポーネント)

SUNWhmcon-2.2-1 Sun Java用の繁体字中国語地域化Web Console 2.2 (コア)

SUNWhmctg-2.2-1 Sun Java用の繁体字中国語地域化Web Console 2.2 (タグ
とコンポーネント)

SUNWjmcon-2.2-1 Sun Java用の日本語地域化Web Console 2.2 (コア)

SUNWjmctg-2.2-1 Sun Java用の日本語地域化Web Console 2.2 (タグとコン
ポーネント)
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表 C–1 Sun N1 System Managerの RPM (続き)
RPM名 説明

SUNWkmcon-2.2-1 Sun Java用の韓国語地域化Web Console 2.2 (コア)

SUNWkmctg-2.2-1 Sun Java用の韓国語地域化Web Console 2.2 (タグとコン
ポーネント)
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用語集

FRU 現場交換可能ユニット (Field Replaceable Unit)の略語。部品に問題が
起きたときにメーカーが交換する組立品のこと。

IPMI Intelligent Platform Management Interfaceの略語で、N1 System
Managerがサーバーの検出に使用する共通管理インタフェース。IPMI
資格を使用して、検出中にサーバーおよびアカウントを認証できま
す。

N1 System Manager サーバーへのプロビジョニングとその管理用の入り口および制御ポイ
ントとして機能する管理サーバーで実行されるソフトウェア。ブラウ
ザインタフェースとコマンド行インタフェースの両方が提供されま
す。

OS 「オペレーティングシステム」を参照してください。

OS管理エージェント 「管理エージェント」を参照してください。

OSディストリビュー
ション

オペレーティングシステムのバイナリイメージのこと。N1 System
Managerでは、OSディストリビューションはデータベースに格納さ
れ、プロビジョニング可能なサーバーやサーバーグループにインス
トールできます。「OSプロファイル」も参照してください。

OSプロファイル インストールする OSコンポーネントや、OSとともにインストールす
る追加ファイルおよびプログラム、rootパスワードやディスクのパー
ティション分割などの構成情報を指定したプロファイル。「OSディス
トリビューション」も参照してください。

SNMP 簡易ネットワーク管理プロトコル (Simple Network Management
Protocol)。TCP/IPネットワーク用によく使われるネットワーク管理
プロトコルです。

SSH セキュリティ保護されたシェルのこと。セキュリティ保護されていな
いチャネル上で強力な認証とセキュリティ保護された通信を可能にす
る、暗号化されたリモートログインプロトコルです。
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アップデート OSのソフトウェアアップデートのこと。N1 System Managerでは、
RedHat Linuxの RPMや Solarisのパッケージあるいはパッチを
アップデートと言います。

イベント Sun N1 System Managerイベントログに記録される、N1 System
Managerシステムまたはプロビジョニング可能なサーバー上での変
化のこと。イベントに基づいて、外部システムに通知メッセージを送
信することができます。

エージェント ルーター、ホスト、あるいは X端末などのネットワークデバイス上で
ネットワーク管理ソフトウェアを実行するソフトウェア。エージェン
トは、ユーザーの代わりにさまざまな要求 (HTTP、NNTP、SMTP、
FTP要求など)を行います。エージェントは、サーバーのクライアン
トとして機能し、サーバーが満たす要求を行います。

オペレーティングシステ
ム

システム全体の使用状況を監視し、自身が実行するほかのすべてのプ
ログラムを監督するプログラムの集合。N1 System Managerを使い、
RedHat Linux、Solaris x86などのオペレーティングシステムをプロビ
ジョニング可能なサーバーやサーバーグループに、インストールでき
ます。

応答ファイル プロビジョニング可能なサーバーへの対話モードでの Solarisパッケー
ジのインストール中に求められる応答を提供するファイル。応答
ファイルを使うと、ユーザーが関与しなくてもパッケージをインス
トールできます。

管理 IPアドレス N1 System Managerがプロビジョニング可能なサーバーの管理に使用
するサーバーの IPアドレス。

管理エージェント リモートコマンド機能や OSリソース監視、パッケージ配備、資産管
理を実現するためにプロビジョニング可能なサーバーにインストール
する必要がある Sun N1 System Managerエージェント。

管理サーバー N1 System Managerソフトウェアがインストールされている Linux
サーバーのこと。

管理ネットワークス
イッチ

HSS (horizontally scaled system)内での管理シグナルデータの送信に
使用される Ethernetスイッチ。

管理名 N1 System Manager内のプロビジョニング可能なサーバーを表すため
に使用される一意の名前。デフォルトでは、この名前には、検出中に
特定されたサーバーの管理 IPアドレスが設定されますが、ユーザー定
義名を割り当てることができます。

起動 「ブート」を参照してください。

権限 N1 System Manager内でユーザーが特定の操作を行うことを可能にす
る、定義済みのアクセス権セット。ロールに権限を割り当て、その
ロールをユーザーに割り当てることによって、権限をユーザーに付与
します。
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コマンド行 N1 System Managerのコマンドを実行するための N1-ok>シェル。管
理サーバーでは、N1-ok>シェルをブラウザインタフェースから使用
することも、n1shコマンドから使用することもできます。

サーバー 「プロビジョニング可能なサーバー」を参照してください。

サーバーグループ 論理的な管理対象としてユーザーが定義したサーバーのまとまり。た
とえば、サーバーグループを定義することによって、1つのコマンド
で複数のサーバーに、リブートや OSインストールなどの操作を行う
ことができます。

障害 コンポーネントにあることが確認された不具合のこと。通常は、現場
交換可能ユニット (FRU: Field Replaceable Unit)レベルのものを言い
ます。

ジョブ コンピュータシステムで実行されるユーザー定義のタスク。N1
System Managerでは、タスクを行うためにユーザー開始および記録
する非同期のアクションです。

端末サーバー スイッチ、管理サーバー、およびサーバーへのシリアル接続を提供す
るネットワークデバイス。

通知規則 通知メッセージのクラスを送信するタイミング、送信先、送信方法に
関するユーザー指定の規則。

通知メッセージ サーバーイベントからなる外部エンティティを通知するために、電子
メールまたは SNMPトラップを使って送信されるメッセージ。

停止 マルチユーザー OS状態からシングルユーザー状態にして、システム
を完全に停止させ、電源を切断すること。N1 System Managerでは、
stopコマンドを使って、サーバーを停止し、電源を切断できます。

ディストリビューション
グループ

プロビジョニング可能なサーバーにインストールするソフトウェアク
ラスタおよびパッケージの集合のこと。

データネットワークス
イッチ

HSS (horizontally scaled system)外でのデータ転送に使用されるス
イッチ。GigEおよび Infinibandスイッチの両方がサポートされてい
ます。

配備済みプロファイル 現在、プロビジョニング可能なサーバーにインストールされている
OSプロファイル。配備済みプロファイルは変更できません。また、配
備済みプロファイルに関連付けられている OSディストリビュー
ションは削除できません。

ファームウェア 読み取り専用メモリー (ROM)またはプログラマブル ROM (PROM)に
格納されるソフトウェア。通常、ファームウェアは、初期ブートに役
立つ機能を提供します。

ブート メモリーにシステムソフトウェアをロードして起動すること。N1
System Managerでは、必要に応じて startコマンドを使いサーバーの
電源を入れて起動することができます。「リセット」も参照してくだ
さい。

物理サーバー Sun Fire V20zマシンなどの FRUサーバー。
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ブラウザインタフェース N1 System ManagerのWebユーザーインタフェース。コマンド行機
能のサブセットを提供します。

プロビジョニング可能な
サーバー

N1 System Managerによって正しく検出された物理サーバー。

ユーザー N1 System Managerにログインして使用する権限を持つユーザーのこ
と。

リセット ハードウェアデバイスの電源を入れ直すこと。N1 System Managerで
は、resetコマンドを使ってサーバーをリブート (電源をオフにしてか
ら、電源をオンにし、サーバーを起動)できます。

リブート 「リセット」を参照してください。

ロード プロビジョニング可能なサーバーにオペレーティングシステムや
ファームウェアアップデート、ソフトウェアアップデート、アプリ
ケーションなどのソフトウェアをインストールすること。

ロール ユーザーがシステムに対して実行できる、または、実行できない操作
について、アクセス権および権限をまとめたもの。

ログ N1 System Managerネットワーク上の単一の論理的なイベント格納場
所。
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